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事業の課題
行政が小中学校に雑がみ回収袋の配布を行いました。結果、子育て中の方々にはかな
り浸透は、していましたが減量後がどのようになるのか？また、減量する意味が理解され
ていませんでした。減量を実施した成果等を説明できるとより効果的だと思われます。

平成25年8月4日（日）　10：00～15:30

浜名湖ガーデンパーク　体験学習館内

髙根美保、村河善信、外山直美、外村潤一　他2名

①生ごみ水切り「ひとしぼり」グッズ市民アンケート調査
②雑がみ紹介と減量啓発（雑がみの箱に重さを表示して、見て理解を促しました。）
③官委託事業　段ボール式生ごみ減量方法紹介とモニター募集

事業の成果

①約100名が参加。
夫婦でも回答者が多かったです。若いご夫婦は、ごみ減量の意識が低く説明を聞いて納得してい
ただきました。
②雑がみ啓発：雑がみ回収袋200枚、リサイクルステーションチラシ200枚、雑がみクリアファイル配
布
生ごみ水切りから紙ごみのリサイクルへと一貫したごみ減量を説明できました。
雑がみ回収については、既に実践者の話を多く聞きました。
③モニター参加　4名。生ごみ減量容器説明会参加　1名。
生ごみ減量容器再配布についてPRを行いました。

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的
市民に「ごみ減量の取り組み方法」の啓発を行う。

実施内容

平成25年度　講師派遣活動記録
整理番号：20130804

資源循環情報の収集・提供と推進のための普及啓発事業 

ごみ減量啓発展　（浜松市消費者団体連絡会主催　「ミニ消費者展」内で開催）

髙根　美保 NPO法人エコライフはままつ


